
新型コロナウイルス新型コロナウイルス  ワクチン接種ワクチン接種ののお知らせお知らせ

■問新型コロナワクチン対策室　 0297（21）7111
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　新型コロナウイルスワクチンの接種（臨時接種）期間は、令和 5年 3月 31日までです。感染リ
スクが高まる年末年始に備え、早めの接種をご検討ください。

■ オミクロン株対応ワクチンの接種
対象　初回（1・2回目）接種を完了した12歳以上のすべての方

※前回の接種日から3か月以上の接種間隔を空ける必要があります。
※オミクロン株対応ワクチンの接種は、一人1回のみです。

使用ワクチン　ファイザー社またはモデルナ社の2価ワクチン（オミクロン株と従来株に対応）
接種券　すでにお手元に届いている未利用の接種券で、ワクチン接種が受けられます。�

　接種券を無くしてしまった場合は、新型コロナワクチン対策室の窓口で、接種券再発行の手続き
をお願いします。

■ 副反応について
　現在接種が行われているワクチンでは、接種後に注射した部分の痛み、疲労、頭痛、筋肉や関節
の痛み、寒気、発熱などがみられることがあります。こうした症状の大部分は、接種後数日以内に
回復しています。まれな頻度でアナフィラキシー（急性のアレルギー反応）の発生が報告されており、
医療機関や接種会場ですぐに治療を行うことになります。

Q ワクチン接種後の副反応はどこに相談したらよいですか。
A �まずはかかりつけ医や接種を受けた医療機関で診ていただくことになりますが、身近に医療
機関が無い方を含め副反応についての相談窓口を県が設置しています。
茨城県新型コロナワクチンコールセンター（副反応相談窓口）
029（301）5394　受付時間：24時間対応（土曜・日曜・祝日も実施）

※掲載情報は、11月 25日時点のものです。

予約方法
インターネット 電　話

予約サイト
（24時間受付）

坂東市コロナワクチン予約センター　  0297（21）2336
月曜日～金曜日（祝日を除く）　受付時間 午前 9時～午後5時

厚生労働省　
「新型コロナワクチンＱ＆Ａ」▶
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